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楽曲解説及び校訂報告
この巻では、山田耕筰自身による歌曲編曲「からたちの花」と現
代作曲家�名による山田歌曲の編曲を取り上げる。「からたちの
花」は山田自身による魅力的なパラフレーズとして人気が高い。
この度新たに産声を上げた歌曲編曲計�曲は、当初、それぞれの
歌曲の世界観を強く打ち出すものをという動機の元、創作され始
めたが、こうして出揃った今、結果として�名の作曲家の個性が
極めて顕著に打ち出されるものとなった。多様性に満ちた山田耕
筰と現代作曲家のコラボレーションとも言える作品群である。

山田耕筰：からたちの花 （����年）
●自筆譜　Ms.���  ●初版
●春秋社旧全集  ●春秋社新全集
●ハッスルコピー  ●全音ピアノピース
●音楽之友社「日本の変奏曲」

これまでも多く出版され、山田耕筰のピアノ曲の代表作というこ
とができよう。美しく清書された自筆譜からは山田の息遣いが感
じられる。初版には、「白秋兄へ　耕作」と北原白秋への献辞が書
かれている。初版は、昭和�年�月に日響楽譜から出版され、その
�年後の昭和�年�月に出版された春秋社「山田耕作全集　第十一
巻」（旧全集）にも掲載された。

・��小節目右手�拍半の音は、自筆譜ではas･as、出版譜ではges･
gesである。続く��小節１拍目は、自筆譜では左手des･as･des･f
のアルペジョ、右手as･des･f･asのアルペジョ、出版譜では左手
des･des、右手des･f･as･desのアルペジョである。どちらで演奏
するかは演奏者の判断に委ねたい。

自筆譜

・自筆譜には、��小節目のペダル記号は自筆譜にはなく、��小節
の最後の音にペダルを離す記号が書かれているため、ペダルは��
小節�拍目から��小節の最後まで伸ばされる。
・��小節目、自筆譜にはmeno mossoがあるため付記した。
・��小節目、自筆譜にはaccel.があるので付記した。　
・��小節目、��小節目のペダルを放す記号は、自筆譜にはないが、
出版譜にはある。これらの場所では踏み替えが必要であろうと判
断し、かっこ書きで付記した。（杉浦菜々子）

からたちの花　北原白秋
からたちの花が咲いたよ。
白い白い花が咲いたよ。

からたちのとげはいたいよ。
青い青い針の棘だよ。

からたちの畑の垣根よ。

いつもいつもとほる道だよ。
からたちも秋はみのるよ。
まろいまろい金のたまだよ。

からたちのそばで泣いたよ。
みんなみんなやさしかったよ。

からたちの花が咲いたよ。
白い白い花が咲いたよ。

山田耕筰 / 平野真奈 編曲：赤とんぼ
赤とんぼを聞くと、田舎の風景や幼少期の懐かしさが蘇る。また、
子供の頃に感じたものとは少し違う感情も抱く。この編曲はより
深みを増し、広がりを持たせ、幻想的な空気を纏った、今自分が
弾きたい（聞きたい）と思う赤とんぼである。（平野真奈）

赤とんぼ　三木露風
夕やけ小やけの赤とんぼ　負われて見たのはいつの日か。
山の畑の桑の実を　小籠につんだはまぼろしか。
十五で姐やは嫁にゆき　お里のたよりもたえはてた。
夕やけ小やけの赤とんぼ　とまつてゐるよ竿の先。

山田耕筰 / 平野真奈 編曲：あわて床屋
����年に発表された。作詞は、北原白秋。NHK「みんなのうた」
でも放送された。

川辺に住むカニが春先に床屋を開店し、お客のうさぎがやってき
て……という内容がユーモラスに歌われる原曲であるが、編曲に
あたって、旋律の聞かせ方や曲調を場面に応じて変化を加えた。
クライマックスでは、慌てたカニにうさぎが耳を切り落とされる
というショッキングな状況となる。情景を想像しながら、楽しん
でいただきたい。 （平野真奈）

あわて床屋　北原白秋
春は　早うから　川辺の葦（あし）に
カニが店出し　床屋でござる
チョッキン　チョッキン　チョッキンナ
小ガニぶつぶつ　石鹸（シャボン）をとかし
おやじ自慢で　はさみを鳴らす
チョッキン　チョッキン　チョッキンナ
そこへ　兎（うさぎ）が　お客にござる
どうぞ急いで　髪刈っておくれ
チョッキン　チョッキン　チョッキンナ
兎ァ　気がせく　蟹ァ　あわてるし
早く早くと　客ァ　つめこむし
チョッキン　チョッキン　チョッキンナ
じゃまなお耳は　ぴょこぴょこするし
そこであわてて　チョンと切り落とす
チョッキン　チョッキン　チョッキンナ
兎ァ　おこるし　蟹ァ　恥ョ　かくし
しかた　なくなく　穴へと逃げる
チョッキン　チョッキン　チョッキンナ
しかた　なくなく　穴へと逃げる
チョッキン　チョッキン　チョッキンナ

山田耕筰 / 平野真奈 編曲：ペチカ 
しんしんと雪が降寒さの厳しい、ペチカ暖かさが々に染み渡たっ
ていくようなイメージで編曲した。 （平野真奈）

ペチカ　北原白秋
雪の降る夜は　楽しいペチカ
ペチカ燃えろよ　お話しましょ
昔　昔よ　燃えろよペチカ
雪の降る夜は　楽しいペチカ
ペチカ燃えろよ　表は寒い
くりやくりやと　呼びますペチカ
雪の降る夜は　楽しいペチカ
ペチカ燃えろよ　じき春来ます
今にやなぎも　もえましょペチカ
雪の降る夜は　楽しいペチカ
ペチカ燃えろよ　だれだか来ます
お客さまでしょ　うれしいペチカ
雪の降る夜は　楽しいペチカ
ペチカ燃えろよ　お話しましょ
火の粉ぱちぱち　はねろよペチカ

山田耕筰 / 永井みなみ 編曲：この道
作詞は、北原白秋。原詩は����年（大正��年）発行の雑誌「赤
い鳥」に掲載された。歌詞には、北原白秋が晩年に旅行した北海
道と、母の実家である熊本県南関町から柳川までの道の情景が歌い
込まれている。

編曲者の永井みなみ氏は、佐々部清監督の映画『この道』の劇中
にある、北原白秋の「この歌でそれぞれの人がそれぞれ歩んでき
た道の記憶を辿れたら……」という表現が印象的だったという。
白秋が長く住んだ小田原の風景や北海道の風景、いろんな場所を
追憶していたのと同じように、弾く人や聴く人がそれぞれの「道」
を思い返すような回顧的な雰囲気が漂う編曲となっている。（杉浦
菜々子）

この道　北原白秋
この道は　いつか来た道
ああ　そうだよ
あかしやの花が咲いてる
あの丘は　いつか見た丘
ああ　そうだよ
ほら　白い時計台だよ
この道は　いつか来た道
ああ　そうだよ
お母さまと馬車で行ったよ
あの雲も　いつか見た雲
ああ　そうだよ
山査子（さんざし）の枝も垂れてる

山田耕筰 / 青木聡汰 編曲:鐘が鳴ります
北原白秋の『日本の笛』という詩群から採られており、民謡集と
銘打たれている����年に刊行されたこの一冊は、古い民謡を採集
したものではなく、万葉集から連綿と連なる口語による定型詩を、
当時(大正後期)へと繋ぐという意図があったようで、いわば新作

民謡集とでも呼べそうなものであり、山田耕筰に留まらず、平井
康三郎、深井史郎といった作曲家が曲付けしている。

鐘が鳴ります　北原白秋
鐘が
鳴ります
かやの木山に
　
山は
寒空
遠茜
　
一つ星さへ
ちらつくものを
　
なぜに
ちらりとも
出て見えぬ

山田がドイツ留学から帰国して�年後、日本交響楽団を創立する
前年にあたる����年の作であり、初期の西洋音楽を無批判に取り
入れた作風ではなく、西洋と東洋の響きが峻別されたうえで、改
めて両者をどう融合させるか、という作曲技法上の試みが光る一
曲。五音階による民謡調の調べに伴う鐘の倍音を模した伴奏は、
明らかに西洋的な聴取感覚によってもたらされている。

編曲にあたっては、歌唱旋律をトレモロにするなどして民謡をより
民謡的な響きへ近づける一方、鐘の音をより鐘の音らしくすべく、
黛敏郎《涅槃交響曲》のカンパノロジーの発想に接近する。曲の持
つ特徴的な要素をより先鋭化させることで、唯一無二の音響と、そ
の遠近法における奥行きを肉付けすることを試みた。（青木聡汰）

山田耕筰 / 青木聡汰 編曲：城ヶ島の雨
言わずと知れた梁田貞作曲「城ヶ島の雨」の後に、山田耕筰、橋
本國彦による「城ヶ島の雨」が作曲されていることをご存知だろ
うか。それぞれ三者三様といった様相を呈するが、中でも最もオ
ペラティックな旋律を聴かせるのが山田耕筰版といって差し支え
ないであろう。梁田貞版が最も古く����年であるが、山田耕筰版
はその十年後の����年、橋本國彦版は����年であるから、もし
かするとこれらの他にも今に至るまで、未だ世に知られていない

「城ヶ島の雨」が作曲されているかもしれない。それほどまでに白
秋の詩は、作曲家の創作欲をそそるものがあるのだ。

城ヶ島の雨　北原白秋
雨はふるふる、城ヶ島の磯に、
利休鼠の雨がふる。
雨は眞珠か、夜明の霧か、
それともわたしの忍び泣き。
舟はゆくゆく通り矢のはなを、
濡れて帆あげたぬしの舟。
ええ、舟は櫓でやる、櫓は唄でやる、
唄は船頭さんの心意氣。
雨はふるふる、日はうす曇る。
舟はゆくゆく、帆がかすむ。

詩中にある「利休鼠」とは、江戸時代後期に名づけられた流行色
のひとつで、灰色に混ざった幽かな緑色が特徴である。恐らくは、
島に住まう女が、男を本土へと送る際、別れを偲ぶ瞳に映った雲
の色であろう。

ピアノ独奏版への編曲にあたっては、雨音を刻む同音連打、船頭
が舟の上で叩く祭り太鼓が遠方から聴こえて来る音など、原曲に
は現れない小景を加え、より抒情味を色濃くすることを心掛けた。
さらにはハ長調ではじまり、その半音下のロ長調で終わるという
特異な構成を取る。一度別れた男女は、二度と同じ調には回帰せ
ざるものだから、である。（青木聡汰）

山田耕筰 / 青木聡汰 編曲：砂山
���� 年北原白秋が詞を発表。同年、中山晋平が付曲。翌年の
����年に山田耕筰が同じく「砂山」の歌詞に別のメロディをつけ
た。これ以外にも、成田為三や宮原禎次などがこの歌詞に曲をつ
けているが、今日では中山晋平と山田耕筰によるメロディで歌わ
れることがほとんどである。

より厳密には「山田耕筰《砂山》の主題による�つの変奏曲」と
いうこととなる。

佐渡島を望む新潟県寄居浜の荒波に面して、�人佇む詩人北原白
秋。山田の旋律を通してその背中を耳で眼差す私たち。私たちを
包みこむ世界は絶えず流れている。生物学者・福岡伸一の述べる
ように、生命組織もまた流れていて、もしかすると私たちの身体
を組成する無数の粒子の中に、白秋の見た砂山を織りなす粒子が
含まれていたとしても不思議ではないのである。

 「流れ」を意識した転調は、展開部へと翻り、再現部を経て、最
初の調へと回帰する。サイクル的な、さらにいえば還流的な、変
奏曲という枠組みの中から、砂とも泡ともつかない奔流がほとば
しるなら、これほど幸いなことはない。（青木聡汰）

砂山　北原白秋
海は荒海　向こうは佐渡よ
すずめなけなけ　もう日は暮れた
みんな呼べ呼べ　お星さま出たぞ 
暮れりゃ砂山　汐鳴（しおなり）ばかり
すずめちりぢり　また風荒れる
みんなちりぢり　もう誰も見えぬ 
かえろかえろよ　茱萸原（ぐみわら）わけて
すずめさよなら　さよならあした
海よさよなら　さよならあした

山田耕筰 / 青木聡汰 編曲：六騎
山田耕作歌曲の最高傑作である。作詞者となった北原白秋の生家
のある柳川市六騎神社にはこの詩の記念碑があり、題となる「六
騎（ろっきゅ）」の由来が記されているが、それについては白秋自
身、詩作の折に註を書き記している。

「筑後柳河の南半里に、私の鄕里沖の端村はたがある。漁村であ
る。昔平家の落武者が六騎、ここに來て村を開いた。で、この村
の漁夫たちのことを六騎（ロッキュ）と今でも呼んでゐる。御正
忌は親鸞上人の御正忌である。その師走の一週間といふもの寺々で
は夜の明けから鐘が鳴り、法談がある。わかい男女の樂しいあひび
きの季節である。やねとは情人のことであるが、卑俗に用ゐられる」

山田が曲を吹き込んだのは����年夏。情人どうしの交遊と、滅び
ゆく習俗の定めが、一糸乱れぬ絵巻のように描かれる近代和声を
駆使した音響のなかへ、方言の効いた地唄のような謡（うたい）
が現われれば、そこには作曲者自身が「皮肉、剽げた気持、揶揄
的感情、荘重な霊への足取り、恋情、祈り、等の混交である」と
書き記す、遊楽のなかへ宗教性を見出す六騎集落の習俗、まさし
く俗なるものに聖性を見出す山田自身の生き様と生き写しな魂魄
が、轟然と浮かび上がるに違いない。

編曲にあたっては、「鐘が鳴ります」「城ヶ島の雨」「砂山」「六騎」
の締めくくりとしてこの曲を置いたため、ベートーヴェンの後期
ソナタの終楽章のように、それらの楽曲の旋律が回想される。な
お、砂山と六騎を連続して演奏する場合には、砂山最終小節の和
音を弾かずに、その一つ前の小節から六騎の冒頭へ、アタッカで
一気呵成に繋ぐことが望ましい。（青木聡汰）

六騎　北原白秋
御正忌（ごしやうき）参詣（まえ）らんかん、
情人（やね）が髪結ふて待っとるばん。
御正忌参詣らんかん、
寺の夜あけの細道に。
鐘が鳴る。鐘が鳴る。
逢うて泣けとの鐘が鳴る。
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